
ことばの発達と身体運動の科学
対象：療育関係者　  
ことばとからだの発達を 
支援するために言葉
現場で活かせる実践アプローチ
2025年11月２４日（月・祝） 

13:30~14:50
放課後等デイサービス職員 
保育士・教職員・療育スタッフ 

参加費：3000円（手数料別：220円）

対象：保護者　  

からだを使った遊びで 
　育てることば言葉
身体と言葉はつながっている！

2025年11月２４日（月・祝） 
15:00~16:00 

16:00以降　相談の時間をとります

療育に通う子どもの保護者 
参加費２５００円 

（ご夫婦での参加は４０００円）

お申込み

お申込み

場所：うるま市　じんぶん館　大研修室



内容：療育関係者
 ことばと身体の発達は,一般的に国語と体育の様に全く違うと解釈されがちです. 
しかし,ことばの発達を促すためには身体操作が重要な役割を果たしています. 
特に身体の操作が,ことばの発達に,どのように影響するのか？その背景を科学的な
視点で解説し,療育に活かせる具体な活動を含めて解説していきます.

受講について
・受講は,お申し込みいただいた方個人での参加に限らせていただきます. 
  ・本講座で掲載されている内容の著作権は,講師に帰属します  
・本講座の掲載内容（文章・画像・映像・音声など）について, 
　録音・録画・撮影 （スクリーンショットなど）および、それらの転用 
　やSNSなどへの掲載は一切禁止 いたします

講師
松下 真一郎　こども発達支援 MOMOの実　管理責任者　言語聴覚士 
奈良県総合リハビリテーションセンターにて言語聴覚士として31年勤務後 
株式会社　Magic Connection設立し,児童発達支援・放課後等ディサービス 
こども発達支援　MoMoの実を開業  
畿央大学大学院　健康科学研究科　修士課程終了 
国際医療福祉大学大学院　言語聴覚学　博士課程満期退学 

申し込み
表紙のQRコードからお申し込みください

内容：保護者
　ことばと身体の発達は,関係がないように思われがちです.玩具を操作することが
名詞の獲得につながりますし,身体を意識して使うことが動詞の獲得に繋がります. 
また,物を組み立てる活動は文の理解と関係があります.このような関係性を実際の
療育（遊びの）場面を紹介しながらお伝えできたらと思っております. 


